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３
月
10
日
か
ら
19
日
に
行
わ
れ

た
平
成
22
年
第
１
回
定
例
会
３

月
会
議
に
お
い
て
議
会
の
同
意
が

な
さ
れ
、
副
町
長
に
久
保
克
昌
氏

（
45
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
は
４
月
１
日
に
役

場
本
庁
の
町
長
室
で
行
わ
れ
、
目

黒
町
長
か
ら
久
保
氏
に
辞
令
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
就
任
式
が
議
場
で
行

わ
れ
、
目
黒
町
長
は
「
お
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
、
町
政
発
展
の
た
め

新
た
な
視
点
で
ご
尽
力
い
た
だ
き

た
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
続
い
て
、
久
保
氏
は
あ
い

さ
つ
で
「
職
員
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
、
町
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

久
保
氏
は
、
郡
山
市
出
身
で
３

月
末
ま
で
福
島
県
企
画
調
整
部
地

域
政
策
課
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
只
見
の
生
活
に
早
く
慣
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
只
見
町
長
の
小
沼
昇
氏
（
黒
谷
）

が
、
平
成
21
年
度
土
地
改
良
特
別
功

労
者
と
し
て
福
島
県
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
小
沼
氏
は
平
成
9
年
1
月
か

ら
平
成
21
年
3
月
ま
で
の
間
、
只
見

町
土
地
改
良
区
理
事
長
と
し
て
、
ま

た
平
成
15
年
4
月
か
ら
平
成
21
年
3

月
ま
で
、
福
島
県
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
の
理
事
と
し
て
只
見
町
の

土
地
改
良
事
業
及
び
、
福
島
県
土
地

改
良
事
業
の
推
進
活
動
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
、
只
見
町
土
地
改
良
区

監
事
の
目
黒
良
樹
氏
（
熊
倉
）
は
土

地
改
良
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
3
月
25
日
に
福
島
県

土
地
改
良
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

只
見
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
舟
木
氏
と
本
名
氏

　

4
月
1
日
に
、
役
場
本
庁
の
町
長

室
に
お
い
て
、
舟
木
和
一
氏
（
小

林
）
と
本
名
保
美
氏
（
黒
谷
）
に
目

黒
町
長
か
ら
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
22
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
の
3

年
間
で
す
。

　

審
査
委
員
は
三
名
で
、
酒
井
竹
男

氏
（
只
見
）
の
任
期
は
平
成
20
年
10

月
1
日
か
ら
平
成
23
年
9
月
30
日
ま

で
で
す
。

副
町
長
に

久
保
克
昌
氏
が
就
任▲辞令を受ける久保克昌氏

▲特別功労者「小沼昇」氏

土
地
改
良
特
別
功
労
者
表
彰

▲舟木和一氏（左）

▲本名保美氏（左）
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只
見
町
消
防
団
の
団
長
に
4
月
1

日
付
け
で
鈴
木
好
行
さ
ん
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
55

年
4
月
に
消
防
団
に
入
団
し
、班
長
、

部
長
、
分
団
長
な
ど
を
務
め
た
後
、

平
成
18
年
か
ら
副
団
長
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

前
団
長
の
馬
場
光
男
さ
ん
は
、
団

長
と
し
て
1
期
4
年
間
に
わ
た
り
只

見
町
消
防
団
の
先
頭
に
立
っ
て
、
予

防
消
防
の
推
進
な
ど
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。
消
防
団
活
動
へ
の
ご
尽
力
、

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

新
団
長
に

鈴
木
好
行
さ
ん

（
只
見
）

只
見
町
消
防
団

只
見
町
消
防
団
新
体
制

平
成
22
年
4
月
1
日
付
け
で
、
只
見
町
消
防
団
の
新
体
制
が

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

訓
練
分
団
長　
　
　
　

目
黒　

邦
友

訓
練
副
分
団
長　
　
　

梁
取　

克
昌

只
見
地
区
庶
務
部
長　

五
十
嵐
良
平

只
見
地
区
予
防
部
長　

五
十
嵐
貴
則

朝
日
地
区
庶
務
部
長　

横
山　

伸
成

朝
日
地
区
予
防
部
長　

目
黒　

公
俊

明
和
地
区
庶
務
部
長　

矢
澤　

元
則

明
和
地
区
予
防
部
長　

菅
家　

英
祐

第
１
分
団
分
団
長　
　

酒
井　

雅
喜

第
１
分
団
副
分
団
長　

新
國　

善
記

第
１
分
団
訓
練
部
長　

鈴
木　
　

基

第
１
分
団
機
械
部
長　

鈴
木　
　

尚

第
２
分
団
分
団
長　
　

酒
井　

正
直

第
２
分
団
副
分
団
長　

馬
場　

芳
也

第
２
分
団
訓
練
部
長　

岩
渕　

秀
一

第
２
分
団
機
械
部
長　

吉
田　

晃
男

第
３
分
団
分
団
長　
　

渡
部　

克
哉

第
３
分
団
副
分
団
長　

渡
部　

文
彦

第
３
分
団
訓
練
部
長　

目
黒
大
四
郎

第
３
分
団
機
械
部
長　

小
沼　
　

守

第
４
分
団
分
団
長　
　

本
名　

高
喜

第
４
分
団
副
分
団
長　

山
中　

美
明

第
４
分
団
訓
練
部
長　

船
木　
　

智

第
４
分
団
機
械
部
長　

五
十
嵐
一
彦

第
５
分
団
分
団
長　
　

五
十
嵐
敦
彦

第
５
分
団
副
分
団
長　

目
黒　

五
生

第
５
分
団
訓
練
部
長　

印
南　

正
和

第
５
分
団
機
械
部
長　

大
竹　

信
広

第
６
分
団
分
団
長　
　

佐
藤　

長
次

第
６
分
団
副
分
団
長　

馬
場　

克
夫

第
６
分
団
訓
練
部
長　

飯
塚　

幸
宣

第
６
分
団
機
械
部
長　

馬
場　

祐
二

団長
鈴木　好行（只見）

副団長
三瓶　一也（寄岩）

副団長
本名　誠（黒谷）

副団長
星　正春（小林）

只見町での火災発生件数

年 度 16 17 18 19 20 21

発生件数 2 ４ ０ １ ４ ４

＊たき火などによる火災が特に増加していますので、ご注意ください。

第
39
回
の
雪
ま
つ
り
は
、

平
成
23
年
2
月
12
日
、13
日
に

決
定

　

3
月
4
日
、
只
見
地
区
セ
ン

タ
ー
で
第
38
回
只
見
ふ
る
さ
と

の
雪
ま
つ
り
第
3
回
実
行
委
員

会
が
開
か
れ
、
2
月
13
日
と
14

日
に
開
催
さ
れ
た
雪
ま
つ
り
の

実
施
報
告
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

二
日
間
天
候
に
恵
ま
れ
た
今

回
、
入
場
者
数
は
２
１
，
０
０
０

人
で
し
た
。
委
員
か
ら
は
、「
ま

つ
り
の
Ｐ
Ｒ
を
早
め
に
行
い
た

い
。
テ
レ
ビ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
検

討
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
は
第
39
回
の
雪

ま
つ
り
日
程
を
「
平
成
23
年
2

月
12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）」
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

～
い
の
ち
を
守
る
３
つ
の
習
慣
～

①
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
！

②
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
！

③
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
！

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▲辞令を受ける団長の鈴木好行さん


